


1. 本 書志は ､物 J性物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ

の 研 究 意 見 を 自 由 に発 表 し言寸諭 し あ い ､ ま た ､ 研 究 に関 三重 した

情 報 を速 や か に交 換 し あ う こ と を 目的 と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･

干u行 さ れ ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 研 究 論 文 ､ 石牙究 会 ･匡l際 会 音義を ど

の 辛皮告 ､ 講 義 ノ ー ト､ 石井究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､

寸青報 を どで･す ｡

2. 本 誌 に 掲 載 さ れ る論 文 に つ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は 行 を い

ませ ん ｡ f旦 し､ 編 集 者 が 本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と

認 め た も の につ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ ま た は 掲 載 を拒 絶 す る こ

と 舟ぎあ り ま す ｡

3. 本 吉志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に引 用 す る と き は ､ 著 者 の 承

諾 を得 た 上 で Privatecommunication 扱 い に して 下 さ い O

投 稿 規 定

1. 雑 言志の ページ数を節約するため原稿は極 力筒 音繁 に お 書 き 下 さ
しゝ t).メ

2. 原 稿 は 4 0 0字 書膚原 稿 月す紙 を使 用 して 下 さ い O

3. 数 式 ､ 言 己号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 覚 に

準 ･t3､ ミ ス プ リ ン トが 生 じ な い よ うに適 当 を処 置 †を と っ て 下 さ

しヽ O

∴ヒツ キ ､ 下 ツ キ は梓 に紛 わ しい も の の み を手旨走 して 下 さ い ｡

英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャの 才旨走 を忘 れ を い よ う に ､ O と a

と 0(ゼ ロ )､u と n と r､C と e､1(エ ル )と 1(イ チ )､Ⅹ と×

(カケ ル)､u と V等が一番間違 いやすい｡

4. 数 式 は 3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さ い 0

5. 1行 以 内 に お さ ま ら 恋 い 可 能 性 の あ る長 い 数 式 等 は必 ず 改 行

の 際 の 切 れ 目 を赤 て千手旨定 して 下 さ い 0

6_ 図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 し ませ ん o l頁 以 内 に 人 ら を い 図 は原 則

と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ま す ｡

7. 投 稿 後 の 原 稿 の 訂 正 は で き る だ け さ け る よ う に して 下 さ い ｡

8. 別 刷 は 原 則 と して 作 り ま せ ん Q ど う して も 別 刷 が 入 用 を場 合

は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い ｡ 別 刷 代

は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ま す .-

(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん ｡)

p :物 研 出 来 上 り真 数

Ⅹ :別 席Tj所 要 書β数

a :別 刷 1頁 の 代 金 3円

b :袈 本 代 (別 刷 1部 につ き) 30円

別 刷 代 - (ap+ b)Ⅹ十 送 料

別 刷 代 金 は 別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に納 め て 下 か い○

そ れ よ り遅 れ た 場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ り ま

す か ら､ 御 注 意 下 さ い ｡

9. 原 稿 締 切 日 は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月発 行 誌 に掲 載 さ れ ま

す o
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プレプ リン ト案内

〔東北大,工,応物,桂研〕

oG.A.Baker

lsingModelwithaScalinginteraction

o M.TakallaShi

Many-BodyTheoryofSomeOne-DimensionalSystemsbytheMethodofBethe's

Hypothesis

o A.I.Guttmann,G.S.JoyceandC.I.Thompson

CrjticalBehaviorofanⅠsotropicSpinSystem

o A.Sabry

HardSphere･GasinthheFirstCoveringSphereApproximation

o M.E.FisherandP.Pfeuty

CriticalBehavioroftheAnisotropiCn-VectorModel

o H.Okamoto,S.IsaandH.Mori

ASimplifiedTheoryofLiquid-SolidTransitions･II- Lennard-Jonesand1//r12

systems-

o ㍗.Bonche

Nuc!earDensitiesinaModelWellofArbitraryShape

o T.Tonegawa

InterferenceEffectbetweenTwoImpuritySpinsin aHeisenbergFerromagnet

o T.ⅠShikawaart_dT.Oguchi

SusceptibilityofRestrictedDimensionalIsingFerromagnet

o A.B.BortzandR.a.Griffiths

PhaseTransitionsinAnisotropicClassicalHeisenbergFerromagnets

〔東大･現 久保研〕

o ToshiyukiNinomlya

ATheoryofdislocationMotionまflaCrystal.II Two-dimensionalLatticeandon

t壬1eLorentzforce

oD.CabiゎandG.FiorioandE.Fabri

GroundandF止st-ExcitedStatesorExcitoninaMagneticField

o RobertA･BariandT.A.Kaplan

ElectricalConductivityandThermodynamicsoftheNarrowHalf-Filled-Band

HubbardModel
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プ レプリント案内

oB.Dormer,J.D.Axe,andG.Shirane

NeutronScatteringStudyoftheFerroelectricPhaseTransformationinTb2(MoO4)3.
oC.Domb

WeightingofGraphsfortheIsingandClassicalVectorModels

oC.Domb

Term StructureofseriesexpansionsfortheIsingandClassicalVectorModelsand

DiluteMagnetism.

oD.C･Rapaport

PerturbationTheory,ScalingandtheSphericalModel

oC･DombamlG.S.Joyce

ClusterExpansionfわrapolymerChain

oL C.LopesandA.A.Comes

RemarksonElectron-Correlationsands-dHybridizationinTransitiorlMetals
oX.A.daSilvaandA.A.Comes

EffectofElectronCorrelationsontheSpin Polarization

oDianaGuenzburger,ArletteGarnieretJacquesDamon

SpectreD'AbsorptionElectronlqueExperimentaleetTheorlquedeL'Ion

lRul1(cN)SNO]2

oDeoRajandS.P.Puri

Re-Estimationoflmp血ity-HqsttoHost-HostCoup血gConstantRatioinFe:

MoSystem

oX.A.daSilvaandA.A.Comes

RemarksontheApplicationofRoth'SMethodtosimpleCases

oElliottH.LiebandJoelL.Lebowitz

LecturesontheThermodynamicLimitforCoulombsystems

oJ.L.Lebowitz

HamiltonianFlowsandRigorousResultsin Non-Equilibrium StatisticalMechanics

oF.DeMartini

High ResolutionNonlinearSpectroscopyofMolectllarVibrationalResonancesinGases

oP.W.Anderson

ThesizeofLocalized StatesnearthemobilityEdge

oP.G.DeGennes

CriticalpropertiesfortheBondPercolationProblem

oP.G.deGennes

ExponentsfortheExcludedVolumeProblem,AsDerivedbytheWilsonMethod

ー140-



プ レプリント案内
0P.G.Gennes

AnAnalogybetweensupercon血lCtOrSand≦meticsA

o M.PierreGiueDeGennes

SurLaTransitionSmectiqueA十十SmectiqueC

o JoelL.LebowitzandFlliottH.Lieb

PhaseTransitioninaContinuum ClassicalSystem withFinite王nteractions

o JoelL.Lebowitz

ErgodicTheoryandStatisticalMechanicsofNon-Equilibrium Processes

o JoelL.LebowitzandAndersMartin-Lof

OntheUniquenessoftheEquilibrium StateforlsingSpinSystems

o ToshioAsadaandHirosiMiwa

TheoryofMagneticAnisotropyduetoan AnisotropicImpuritySpin

o MarvinL CohenandP.W.Anderson

CommentsontheMaximum SuperconductingTransitionTemperature

o MinoruTakahashiandMasuoSuzuki

ThermodynamiCsoftheAnisotropicHeisenbergModelinOneDimension

o E.Lentini,M.Vicentini-Missoni

CalculationsofThermodynamicFunctionsneartheCriticalPointofFluids

〔日大理工〕

o RadialDistributionFunctionsforInverse-12("Softsphere")Fluids.

(∫.P.Hansenand∫.∫.Be主s)

o StationarySolitary,SnoidalandSinusoidalIonAcousticWaves.

(H.Schamel)

o GroundStateortheManyFermionSystem BoundedbytheForcesof

GravitationalAttraction.

(L G.Zastavenko)

o Many-BodyForcesandtheEffectoftheMatterDistributionintheUniversetothe

GravitationalConstant.

(KiChiroHiida)

o EffectofCrystal-FieldAnisotropyonCurieTemperatureoflsingFerromagnet･

HTSExpansionMethod.

(∫.G.Brankov,∫.Przystawa,E.Praveczki)
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プレプリント案内

o TheoryofCoherentNeutronScatteringbyHydrogen-BondedPer.roelectricsatLow

Temperatures.

I.GeneralExpressionforInelasticCoherentScatteringofSlowNeutronsand

EffectiveThermalFactors.

(S.Stamenkovic)

o TheoryofeoherentNeutronScatteringbyHydrogen-BondedFerroelectricsatLow

Temperatures.

ⅠⅠ.ScatteringcharacteristicsandVariousConceptionsoftheTunnellingQuasi-Spin

Model.

(S.Stamenkovic)

oPhononsinMgZn2:ModelPotentialCalculationsandNeutronScatteringExperiments.

(H.Eschrig,P.Urwank,K.Feldmann,K.Hennig,L Weiss)

ロ阪大･金森研〕

o T.AsadaandH.Miwa

TheoryofMagneticAnisotropyduetoanAnisotropicImpuritySpin･

o 班.Shiba

MagneticSusceptibilityatZeroTemperaturefortheOne-DimensionalHubbardModel.

o H.HasegawaandJ.Kanamori

CalcuiationofElectronicStructureofNibasefccFerromagneticAlloysinthe

CoherentPotentialApproximation.

o H.HasegawaandI.Kanamori

CalculationofElectronicStructureofFebasebccFerromagneticAlloysinthe

CoherentPotentialApproximation.

o K.TerakuraandI.Kanamori

ACalculationoftheElectronicStructureofan王mpurityAtom ofNon-Transition

ElementinTransitionMetals- TheNuclearSpin-LatticeRelaxationTimeofan

ImpurityAtom (AlandCu)inPd-
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ニ ユ- ス

○東大教養

5月 8日 基礎科で Prof.R.S.Krishnam (NorthTexasUniv.)

が固体の BriHouin散乱 について話 した｡

東大教養の物性 コロキューム

5月 12日 柄氏 photoemissionfrom metals

5月 19日 川端氏 spinの Br研Ⅳn運動

5月 26日 久保健氏 doubleexchange

○名古屋大学

物性談話会 ｢InvarProblem｣

トロン ト大学 G｡M･Graham･氏 3月 9日(木 )

物理教室談話会 ｢多励起子系のボ ゾン記述 ｣

東大 ･物性研 花村栄一氏 3月 18日(土 )

物性談話会 4月 25日(水 ー)

ttMagneticPropertiesofIronWh isker"

SimonFraserUniv. 教授

A.S.Arrott氏
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掲 示 板

｢東 大 教 養 部 よ り お し ら せ｣.

東大教養の物性理論でプレプ リ･セ ンターを発足

させますか らプ レプ リン トを送って下 さい｡

｢1972年度 物性若手夏の学校｣開催のお しらせ

期 日 :1972年 7月 28日-8月 1日(5日間 )

場 所 :長野県 白馬村 (白馬駅下車 )

参加費 :大学院生,学生 2,000円

(テキス ト代 を含む )

有給者 3,500円 (予定 )

宿泊費 1,000円 (1泊 3食付 )

全体講義

○ 不可逆過程の統計力学

o Green関数 とその応用

○ 液晶の物理

○ 反応 系の基礎理論

○ 半導体における表面効果

〇 磁睦 と電子相関

名 大

東 大

都 立 大

京 大

学習院大

物 性 研

-金属 ･絶縁体転移をめぐって-

生

蔵

治

英

治

亨

藤

龍

謙

紳

野

部

林

本

路

谷

中

阿

小

寺

川

守

ほかに,分野別のサブ ･グループ活動 (研究会形式 )があ ります｡

テキス トのみの予約 もうけつけています｡

申込 ･問合せ先 :名古屋市千種区不老町 (〒464)

名古屋大学理学部物理学教室内

物性若手 ｢夏の学校 ｣事務局

-144-



掲示板

京都大学理学部物理学第一教室助手公募

公募人員 : 助 手 1名

所属部門 : 物理学第一教室富田研究室

開放系における非可逆過程 (生体現象 を含む ), な ら

びに不安定性 の理論的研究 を主題 とする｡

着任時期 : 決定後できるだけ早 く

提出書類 : ○ 履歴書

○ 発表論文一覧表

○ 主要論文別刷

○ 従来 の研究 と今後の研究計画概要

○ 推薦書

公募〆切 : 昭和 47年 9月 30日

宛 先 : 京都市左京区北白川追分町

京都大学理学部物理学第一教室

主任 田中茂利教授

電話 075(751)2111

内線 3747

- 1 45-



編 集 後 記

今月は投稿論文が-篇 しかあ りません｡ このようなたびに編集会議で話題 に

なるのは本誌の存在意義 に対する反省です｡プログレス, ジャーナル-の投稿

論文が激増 している半面 のこのよ~ぅな現象 はむろん本誌の circulationとか本

誌に掲載 された場合のメ リットに対する各人の評価 の結果なので しょう｡ しか

し考えたことを記録 に留 めておいて後から読み返 してみるのは楽 しい ことでも

あ り考え方に対する他 の読者 よ りの feedbackを期待 して書 く事 もかってはあ

ったと思います｡今はそんな余裕 はない- い ゝ加減 な論文 を発表 した為に生

ず る after.effect を恐れるよ りは とにか くレフェリーのある雑誌 に掲載 され

る論文数 を能率 よ く増 したいとの考えの方が優先するのではないでしょ うか｡

編集会議では目下 ｢化学反応 ｣につ ゞく物性 との境界領域特集 として地球,天

体物理学者 は物性物理に何 を期待 しているか と云 うようなものを集 める企画 を

しています｡積極的な編集 な しでは物性研究はかっての物性論研究が辿 ったよ

うな経過 で廃刊になるで しょ う｡物性研究 を支持 される方々は編集部 を御鞭撞

下 さるよ うお願い します｡ (H.M.)

物 性 研 究

第 18巻 第 3号

1972年 6月 20日発行

発行人 松 田 博 嗣

京都 市左 京区北 白川追 分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印_刷 所

京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

発行所 物性研究刊行会

京都 市左 京区北 白川追 分 町

京都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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編 集 後 記

今月は投稿論文が-篇 しかあ りません｡ このようなたびに編集会議で話題 に
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論文が激増 している半面 のこのよ~ぅな現象 はむろん本誌の circulationとか本

誌に掲載 された場合のメ リットに対する各人の評価 の結果なので しょう｡ しか

し考えたことを記録 に留 めておいて後から読み返 してみるのは楽 しい ことでも

あ り考え方に対する他 の読者 よ りの feedbackを期待 して書 く事 もかってはあ

ったと思います｡今はそんな余裕 はない- い ゝ加減 な論文 を発表 した為に生

ず る after.effect を恐れるよ りは とにか くレフェリーのある雑誌 に掲載 され

る論文数 を能率 よ く増 したいとの考えの方が優先するのではないでしょ うか｡

編集会議では目下 ｢化学反応 ｣につ ゞく物性 との境界領域特集 として地球,天

体物理学者 は物性物理に何 を期待 しているか と云 うようなものを集 める企画 を

しています｡積極的な編集 な しでは物性研究はかっての物性論研究が辿 ったよ

うな経過 で廃刊になるで しょ う｡物性研究 を支持 される方々は編集部 を御鞭撞

下 さるよ うお願い します｡ (H.M.)

物 性 研 究

第 18巻 第 3号

1972年 6月 20日発行

発行人 松 田 博 嗣

京都 市左 京区北 白川追 分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印_刷 所

京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

発行所 物性研究刊行会

京都 市左 京区北 白川追 分 町

京都 大 学 湯 川 記 念 館 内

-146-



基 研 研 究 会 戟 AEコ





昭和42年 11月14日 欝四種郵便物認可

昭和47年6月20日発行 (毎月＼1回20日発行)

物 性 研 究 第 18巻 第 3号

物 性 研 究 18- 3 (6月号) 目 次

●

○ 液晶の連続体力学的考察に於るモデルについて --･----･池田 恵 - 113

○ 講義ノー ト 相転移現象

0 プレプリン ト案内

○ ニュース

○ モレキユ-ル型研究計画

森 肇 - 123

｢超伝導ゆちぎと1,2次元的超伝導体の理論｣報告--･--･---･-- Cl



昭和42年 11月14日 欝四種郵便物認可

昭和47年6月20日発行 (毎月＼1回20日発行)

物 性 研 究 第 18巻 第 3号

物 性 研 究 18- 3 (6月号) 目 次

●

○ 液晶の連続体力学的考察に於るモデルについて --･----･池田 恵 - 113

○ 講義ノー ト 相転移現象

0 プレプリン ト案内

○ ニュース

○ モレキユ-ル型研究計画

森 肇 - 123

｢超伝導ゆちぎと1,2次元的超伝導体の理論｣報告--･--･---･-- Cl


	KJ00004751325
	KJ00004751326
	KJ00004751327
	KJ00004751330
	KJ00004751331
	KJ00004751332
	KJ00004751333
	KJ00004751334
	KJ00004751335
	KJ00004751349
	KJ00004751350
	KJ00004751351

